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論文審査の要旨

遠位榛尺関節不安定性を診断する徒手検査としてバロットメントテスト (BT)

があるが、手技方法が確立しておらず、その信頼性などの情報が不足している。

本研究はBT の信頼性と手技の違いによる骨の移動距離を検証したものである。

5体の新鮮凍結肢体上肢を用い、榛尺骨に 3次元センサーを取り付けること

により、榛尺骨聞の背掌側方向への移動距離を計測している。榛骨と手根骨を

把持する方法(把持群)と手根骨を把持しない方法(非把持群)でそれぞれ BT を施

行した。さらに三角線維軟骨複合体(TFCC) 切離後に同様にBT を施行し、手技の

違いによる TFCC 切離前後の移動距離の差を比較した。

計測は 5人の検者により行われ、検者間級内相関係数は把持群が非把持群よ

り高く、手根骨を把持することで検査信頼性が高まった。手根骨を把持するこ

とで健側の安定性を鋭敏に感知し、関節不安定性を診断しやすいと結論してい

る。

本研究によって、遠位榛尺関節不安定性を正確に診断する徒手検査BT の手技

方法が明らかになり、今後本領域のさらなる発展に寄与するものと評価され、

参考論文と合わせて医学博士の学位に十分値する研究であると認める。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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